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第2章　痕跡調査のための第一歩―迷わず山を歩く技術

  1．はじめに
　フィールド調査においてもっとも優先されるべきことは，調査者の安全確
保である．それが満たされない限り，フィールドでの調査研究は行うべきで
はない．安全確保のために必要な知識や技術は多分に存在するが，その一つ
に「迷わずに山を歩く技術」が挙げられる．とくに，行動圏（home range）
の広い哺乳類を対象とした調査では，広範囲に踏査することが多いため現在
地を見失ってしまう危険性は高い．現在地を見失うと，焦りなどから冷静さ
や判断力も失われて，遭難やそのほかの事故にあう確率も高くなってしまう．
このようなフィールド調査にともなう事故防止のためにも，迷わないための
技術は必須といえる．迷わないために重要なことは，当然のことながら現在
地を常に確認するということである．地図読みの熟練者ほど，頻繁に地図を
読み現在地確認を怠らないものである．
　現在地の確認には，動物の生態や社会を研究するうえでも重要な意味をも
つ．たとえば，痕跡を確認した場所や自動撮影カメラを設置した場所が特定
できなければ，動物の生息地選択（habitat selection; 詳細は第 7章を参照）
を評価することは不可能である．また，糞 DNAに基づく個体識別によって
行動圏や個体間関係を評価する際にも，糞の位置を特定していることが大前
提となる．このように位置の特定は，野生動物の研究を遂行するうえで必要
不可欠な技術である．
　現在地を特定するうえでは，「地形図の読み方」と「コンパスの使用法」
について理解する必要がある．本章では，これらの方法を紹介するとともに，
現在地を特定するうえで注意すべき点や困難な点についても触れる．なお，
フィールド調査を実施するにあたっては常に危険がともなうこと，また，人
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が山に入る以上は少なからず自然や野生生物に影響を与えてしまうことは十
分に理解しておく必要がある．フィールド調査の際の安全対策やマナー，装
備などについては，日本自然保護協会（1994）や篠永（1997），粕谷（2001），
藤原・羽根田（2002）などを参照されたい．また，ウェブサイトでは，粕
谷英一氏による「野外調査における安全と事故の防止」（http://safety.

ecology1.org/）や日本生態学会野外安全管理委員会による「野外調査の安全
マニュアル案」（http://www.esj.ne.jp/safety/manual/）が役立つ．

  2．地形図の読み方
野生動物調査で使用される地図
　野生動物調査では，目的に応じて 2万 5000分の 1，1万分の 1，2500分
の 1の地図がよく使われている．何分の 1というように，地図はその地域
を縮尺した形で表されている．地形図を読むうえでまず重要なことは，この
縮尺と実際の距離を理解することである．たとえば，縮尺 100分の 1の地
図であれば地図上の 1 cmが実際の 100 cm（1 m）となり，縮尺 2万 5000

分の 1であれば地図上の 1 cmが実際の 25000 cm（250 m）となる（ただし，
高低差は考慮されていないため，実際の距離は少し長くなる点に注意）．近
年では，パソコンなどから地形図を印刷して使用する場合もあるため，その
際には縮尺を必ず挿入する必要がある．また，道迷いなどにより調査範囲外
にでてしまった場合にも対応できるように，地図は調査範囲だけでなくより
広範囲のものも別途用意しておくべきである．

等高線とは？
　地形図を読むうえで等高線の理解は必要不可欠である．等高線とは，地形
図上で高度の同じ地点を結んでできた線のことを指す．たとえば，国土地理
院が発行する 2万 5000分の 1の地形図では，主曲線は 10 mごとに，計曲
線は 50 mごとに表記されている（図 1）．このほかに，傾斜が緩やかな場所
などでは補助曲線（破線）が 5 mや 2.5 m間隔で表記される場合もある．た
だし，等高線の間隔は，地図の種類や縮尺，また国によっても異なる場合が
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あるので，事前によく確認しておく必要がある．
　地形図を読むうえで等高線は多くの情報をもたらしてくれる．その一つと
しては，等高線の間隔から山の傾斜をある程度判断できるという点が挙げら
れる．つまり，傾斜は等高線の間隔が広い場合には緩やかであり，狭いほど
急になるため（図 2），とくに傾斜が急に変化する地点などは現在地の特定
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図 1　等高線の基本図

図 2　地形図と断面図の関係
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がしやすくなる．もう一つ重要なのは，等高線から尾根と谷の形状を読み取
ることができるということである．尾根とは周囲よりも高くなったところの
連なりを指し，谷とは尾根と尾根で挟まれた，周囲よりも低くなったところ
の連なりを指す（図 3）．地形図上で尾根と谷を見分ける一番簡単な方法は，
ピーク（丸で囲まれた部分）を見つけることである．このピークから等高線
が凸型に連なっている部分が尾根，凹型のものが谷を示す（図 4）．この尾

尾根 尾根

谷

B

C

A

図 3　尾根と谷
A：空からみた尾根と谷．B：森林内からみた尾根．C：森林内からみた谷．

図 4　地形図上での尾根と谷
ピーク（丸で囲まれた部分）から凸型に連なっている部分（実線）が尾根，凹型に連なっ
ている部分（破線）が谷を示す．
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根と谷の形状を読み取ることができ，また等高線の間隔から傾斜の変化を判
断できれば，簡単な地形であれば現在地の特定は可能となる．

  3．コンパスの使用法
　人間の方向感覚はあまり信頼できるものではないし，信頼しすぎるのもよ
くない．過信は道迷いを招く原因となる．その点，コンパスは正確に方向を
測ることができ，信頼のおける道具である．上述したように，地形図を読む
ことができれば現在地はある程度特定することができる．では熟練してしま
えばコンパスは不要かというと，決してそんなことはない．たとえば，図 5

をみてほしい．現在地から目的地に到達するためには，特徴的な地形変化が
ほとんどない斜面を下って尾根にでる必要があるが，これをコンパスなしで
勘任せに進めば，尾根にでられる確率は当然低くなる．また，目の前に藪が
広がっていて進みたい方向を判断することが難しい場合も多い．さらに，ど
んなに注意を払っていても，突如想定していない地形が現れるといった場合
もなくはない．このような不確かな場面において，コンパスはとくに威力を
発揮する．ここでは，一般には使用方法があまり理解されていないコンパス
について解説していく．

現現在在地

目的的地

地地形形がが単単調調で
わわかかりににくくい

図 5　コンパスが必要になる場面
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コンパスの基礎
　コンパスというと小さい円盤型の磁石盤，あるいは円を描くための器具を
思い浮かべる方もいるかもしれない．野生動物調査に限らず，山のなかで一
般的に使われているのは，オリエンテーリングコンパスとよばれるものであ
る（図 6）．コンパスを選ぶ基準としては，1） 磁針と回転盤がスムーズに動き，
しっかり止まるもの，2） 回転盤目盛りが細かいもの（たとえば，5°刻みよ
りも 2°刻みのものがより使いやすい），3） 側辺の長さが短すぎないもの（線
を描く必要がある場合などに短いと不便のときがある），4） 気泡が入ってい
ないもの，などが挙げられる．
　コンパスを使用するうえでまず理解しなくてはならないのが，偏角（磁気
偏差）についてである．ご存知の方も多いかもしれないが，コンパスの指す
北（磁北）は真北（北極点）とは異なっており，その差のことを偏角とよん
でいる．日本では，磁北は真北から 5～10°西にずれているため，コンパス
を使用する際には，この偏角を補正する必要がある．なお，市販されている
国土地理院発行の地形図には，この偏角が「磁針方位は西偏約○°○′」とい
ったように必ず明記されている．ではこの偏角補正の方法を含めて，つぎに
コンパス使用の基本ともなる地図の正置について解説する．

を

進行線矢印

目盛を読むための線
（この場合には47˚
示している）

磁針

回転盤矢印

回転盤

図 6　オリエンテーリングコンパスの各部位の名称
（写真のものは，シルバコンパス No.3）
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地図の正置
　ここでは理解を容易にするために，簡単な図を使って解説する．たとえば，
図 7Aのような実際の場所があったとする．そして，その場所を示した地図
が図 7Bである．ここで，図 7Bを正置すると図 7Cになる．図 7Aと図 7C

を見比べると，家や山の位置関係また道路の方向などがすべて一致している
のがわかる．このように地図と実際の風景を対応させることを地図の正置（整
置と書く場合もある）という．もう少し説明を加えると，たとえば自宅で正
置をしたときに，正置した地図上で自宅（現在地）から駅までの方向をみる
と，その延長線上にも実際に駅があるということである（図 8）．ほかにも

現在地

正置した地図

駅

家

家
家

山

NA B C

図 8　正置の概念図 II

正置すると，地形図上での現在地から駅までの方向の延長線上に実際に駅があるというこ
とになる．

図 7　正置の概念図 I

A：実際の場所．B：A の場所を示した地図．C：正置した地図．正置すると，家や山の
位置関係また道路の方向などがすべて一致する．
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身近な例を挙げれば，道路地図などを見る際に，進行方向が上になるように
地図を回す行為を目にすることがあるが，あれは正に地図の正置である．地
図の正置方法については図 9に示したとおり，手順①～③をやれば完了する．
簡単な方法であるので，しっかりと理解しておこう．なお，コンパスは磁気
を発する製品の近くでは正常に働かない場合があるため，使用する際には注
意する必要がある．つぎに，地図読みの際にも非常に役に立つ，コンパスを
用いた角度の測定について解説する．

角度の測定方法
　今後の説明を容易にするために，まず磁北線について解説する．磁北線と
は，磁北の方向を地図上に記した線のことである．磁北線を引く場合には，
たとえば偏角が 7°であれば，地図の真北から西に 7°分傾いた線を引けばよ
いということになる（図 10）．なお，磁北線を用いて地図の正置をする場合
には，1） コンパスの回転盤目盛を 0°（Nマーク）にあわせる，2） コンパス
の縁を磁北線にあわせる（このとき，コンパスの進行線矢印は磁北を向くよ

コンパスの回転盤を回し目盛を 7˚ にあわせる
（図6の目盛を読むための線のところを 7にあわせる）

手順①（偏角補正）

地形図の南北の縁にコンパスの縁をあわせる

手順②

②の状態のまま地形図とコンパスを回転させて
コンパスの磁針（赤い針）と回転盤矢印（赤い矢印）
を正確にあわせる

手順③

南北の縁

コンパスの縁

磁針と回転盤
矢印の北を

正確にあわせる

※②のときには
磁針と回転盤
矢印はあって
いない

コンパスの進行
線矢印が地図
の上側（北）を
向くように置く

図 9　正置の方法
この例では偏角は 7°としている．
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うに置く），3） 磁針（赤い針）と回転盤矢印（赤い矢印）があうところまで
地形図とコンパスを回転させる，をすれば正置完了となる．
　ではつぎに，角度の測定方法について，実際に野外で使用する場合を想定
して二つの方法を解説する．一つ目は，地形図上で角度を測定し，進む方向
を判断する方法である（図 11）．この方法は，たとえば地形変化のほとんど
ない場所を進む必要がある場合や，目の前に藪が密生していて進みたい尾根
の方向がわからない場合などにとくに有効である．二つ目は，実際に目に見
えている特徴物までの角度を測定し，それが地形図上でどの方向を指してい
るのかを判断する方法，つまり上で行った作業を逆に行う方法である（図
12）．この方法は，目の前に見えている尾根が地形図上でどの尾根であるの
かを判断する場合や，山座同定（遠くに見えている山の頂上までの角度を測

N

S

W E

①コンパスの回転盤目盛を353˚（360˚－7˚）にあわせる
②地形図の真北（国土地理院発行の地図であれば縦の図隔線）にコンパスの回転盤矢印
が平行になるように置く（このとき磁針はどこを向いていても構わない）

③コンパスの縁に沿って線を引くと磁北線となる

②図隔線と回転盤矢印を平行にする

③コンパスの縁に沿って線を引く

図 10　磁北線の引き方
この例では偏角は 7°としている．
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手順①
現在地とA地点の両方にコンパスの縁をあわせる
※このとき、磁針はどこを向いていても構わない

設定
A地点まで行きたいものの、目の前に広
がる斜面の地形はほぼ同じであり、どの
方向に進めばいいのかが視覚的にはよく
わからないため、コンパスで角度を測定
する必要がある

手順②
手順①の状態のまま回転盤だけを回し、回転盤
矢印と磁北線を平行にする（回転盤の赤い矢印
は磁北を向くように置く）
※このとき、磁針はどこを向いていても構わない

手順③
コンパスを手に持ち（体の正面かつ地面
に水平にして持つ）、磁針と回転盤の赤
い矢印が正確にあうところまで体をまわす

この方向に
A地点がある

回転盤矢印
と磁北線を
平行にする

図 11　地形図上で角度を測定し，進む方向を決定する方法
手順③まで完了すると，進行線矢印の示す方向に A 地点があることがわかる．
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定し，地形図と照らし合わせることでその山を同定すること）をする場合な
どに使用する．また，顕著な特徴物が二つ以上目視でき，かつその位置が地
形図上でも確認できる場合には，その角度を測定することで大まかな現在地
を割り出すという方法もある（図 13）．しかし実際には，山のなかで遠くを
見渡せる場所が少ないことや，見渡せたとしても顕著な目標物がなかったり，
あったとしてもそれらが地図の範囲外であったりする場合があるため，使用
できる場面はあまり多くはない．以上が，山を歩くうえで最低限必要となる
コンパスの技術である．あとは如何にこの技術を山のなかで活かすかである．
次節では，実際に山のなかで現在地を特定する際のポイントや注意点，困難
な点について触れる．

設定

・現在、地形図の破線上にいることはわかっているものの、詳細な場所がわからない
とする

・破線上のA～C地点の北側には、それぞれ方向の異なる尾根（矢印の方向）が出て
いるため、その角度を測定すれば現在地を特定できそうである

A地点 B地点

C地点

磁北線

手順①

・目の前に見えている
尾根に向かって真正
面に立つ

・コンパスを体の正面
かつ地面に水平に
して持つ

・回転盤を回し、コンパ
スの磁針（赤い針）と
回転盤矢印（赤い矢
印）をあわせる

手順② 手順③

現在地（あるいは現在地と思われる地点）を軸にして、コンパス
全体を回し（回転盤は回さない）、回転盤矢印と磁北線を平行に
する（回転盤の赤い矢印は磁北を向いている状態にする）
※このとき、磁針はどこを向いていても構わない

地形図上の現在地と思われる地点にコンパスの縁をあわせる
（ここでは煩雑になるのを避けるため、コンパスはB地点にのみ
あわせている）
※このとき、磁針はどこを向いていても構わない

測定した尾根の方向

図 12　 目に見えている特徴物までの角度を測定し，それが地形図上でどの方向を示して
いるのかを判断する方法（図 11を逆に行う方法）

この例では，B 地点からの尾根の方向と一致しているため，B 地点にいるということがわ
かる．

2-2＿1部2章_cs6.indd   21 2015/02/12   13:51:50



22

第1部　痕跡から動物種を特定するための技術

  4．地図読みの実践
　迷わずに山を歩くためには，地形変化に敏感になり，その変化を常にコン
パスで確認するということが重要である．とくに，地形の形状や方向，傾斜
が急に変化する場所では，その変化をとらえやすい．たとえば，幅の広い尾
根から狭い尾根に変化する地点，尾根や谷の分岐点，尾根や谷の方向が変わ
る地点，急傾斜から緩傾斜に変わる地点などは，現在地の特定がしやすい場
所といえる．図 14に現在地を特定するためのポイントをまとめたので参考
にして頂きたい．
　山でルートを誤らないためには，さまざまなことに留意する必要がある．

設定

・現在地を見失ってしまった

・遠くには山のピーク（A～C）
がみえる

・ピークA～Cまでの角度が
わかれば、現在地を把握
できる

手順① ピークまでの角度を測定

ピークA

・ピーク（A～C）を正面
にして立つ

・コンパスを体の正面
かつ地面に水平に
して持つ

・回転盤を回し、コンパ
スの磁針（赤い針）と
回転盤矢印（赤い矢
印）をあわせる

ピークCピークB

磁北線

手順②
・手順①で測定した角度は、現在地からピークまでの角度
のため、ピークから現在地までの角度に補正する
（つまり、180˚逆になっているので180を足すか引く）

・各ピークにコンパスの縁をあわせた状態で、回転盤矢印
と磁北線が平行になるまでコンパス全体を回す

・コンパスの縁に沿って線を引く

手順③
・三つのピークから線を引くと、その交点が現在地となる

この辺が現在地

図 13　顕著な特徴物が二つ以上ある場合の現在地の推定方法
現在地が 1 点に交わっていないのは，測定誤差のためである．なお，この例において尾根
にいることがわかっている場合には，一つのピークから線を引けば，尾根とその線との交
点が現在地ということが判断できる．
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たとえば，緩傾斜で藪がほとんどない場所や尾根などを下る場合には，歩く
スピードが自然と速くなってしまうため，注意していないと予定ルートをい
つの間にかとおり過ぎてしまう可能性がある（たとえば，図 15A）．このよ
うな場合には，進んでいる方向を常にコンパスで確認しておくことが重要で

②

③ ④ ⑤

⑥

N

⑦

⑧

N

①

①

②

③

④
⑤⑥

⑦⑧⑨

⑩

⑪

⑫

⑬

⑭

①尾根の幅が狭くなる
②北方向に谷が現れ、尾根が広くなる
③南方向に谷が現れ、東方向の斜面

が急になる
④尾根に出る（南東方向の尾根は幅が広い）
⑤北方向に傾斜の急な谷が現れる
⑥尾根に出る（北東方向の傾斜は急である）
⑦尾根の傾斜が変化する
⑧尾根の幅が広くなる

①谷の幅が狭くなる
②谷の方向が変化する
③谷の幅が狭くなり、西方向に尾根が現れる
④谷が分岐する
⑤北方向に尾根が現れる
⑥谷が分岐する
⑦谷の方向と傾斜が変化する
⑧谷の幅が広くなる
⑨尾根に出る（北方向の尾根は傾斜が急

で、西方向には谷がみえる）
⑩尾根の方向が変わる
⑪尾根が分岐する
⑫尾根の傾斜が変化し、南東方向には谷

が現れる
⑬尾根の幅が広くなる
⑭尾根の方向が変化する（東方向には谷

が現れる）

図 14　ある踏査ルート上での現在地特定の例

A B

a b

予定ルート 誤ルート

図 15　注意すべき地形
A：コンパスで確認せずに進むと矢印地点で誤ルートの方に行ってしまう可能性がある．
B：b 地点に高さ 10 m 未満のピークがあった場合に，それを a 地点と間違って誤ルート
の方に進んでしまう可能性がある．
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ある．また，等高線が 10 m間隔で引かれている地形図では，当然のことな
がら標高差が 10 m未満であれば等高線は引かれないことになる．つまり，
高さ 9 mの小ピークがあったとしても，それは地形図上には表記されない
ことになる．そのため，たとえば図 15Bの b地点にこのような小ピークが
あった場合に，それを a地点と間違って予定ルートとは違う尾根を下ってし
まう可能性があるので注意を要する．aか bのどちらにいるのか確信が持て
ない場合には，面倒でも両地点から北方向に出ている尾根を確認することが
必要となる．さらに，地形図上には登山道や地図記号が表記されているが，
これらの位置が本来の位置とずれていることがあるので注意する必要がある．
また，道がない場所に道があったり，道が表記されているのに実際には道が
なかったりする場合もあるため注意を要する．いずれにしても，地形図を読
むうえでは現在地に対して常に疑いを持つことが重要である．
　ここまで解説してきたように，地形の変化をとらえることができれば現在
地の特定は可能となる．しかし逆にいえば，特徴的な地形変化が少ないとこ
ろでは現在地の特定は非常に難しいということである．たとえば，地形図と
コンパスのみで図 16Aのような単調な尾根を歩く場合には，尾根上にいる
ことはわかったとしても正確な場所を特定することは困難である．このよう
な場合は，高度計を併用することで現在地の特定が可能となる．つまり，あ

A B

C

図 16　地形図とコンパスだけでは現在地特定が難しい例
A：高度計があると現在地特定は可能となる．B：コンパスで測定した方向に進んでいる
限り，高度がわかれば大まかな位置の推定は可能である．C：歩測により大まかな位置の
推定は可能である．詳細は本文を参照のこと．
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る尾根や谷線上にいることが分かっている場合には，高度が分かれば現在地
を特定できるということである．図 16Bのように，特徴的な地形変化がほ
とんどない斜面を下る場合にはどうだろうか．このような場合でも，出発し
た位置が特定できていれば大まかな位置を推定することは可能である．その
ためには，まずコンパスで進む方向を測定することが必要となる．つまり，
測定した方向に進んでいる限り，少なくとも出発地点からその方向に引いた
線上のどこかにはいるということになる．その際に高度がわかれば，その線
上のその高度地点にいるということが判断できる．ただし，コンパスで測定
した方向に進んでいたと思っていても，多少ずれてしまうため正確な位置の
特定までは難しい．なお，高度計の高度は，標高の変化にともなう気圧の変
化に基づいて算出されているため，天候によって変動してしまう．高度計を
使用する場合には，この点に留意するとともに，現在地が特定できる地点に
着いたら必ず高度を補正する必要がある．以上のように，高度計を併用すれ
ば，ほとんどの場合において現在地の特定は可能となる．ただし，高低差が
ほとんどない平坦な地形（図 16C）などでは，高度計は有効ではない．しか
し，このような場合でも，出発した位置が特定できていればつぎの方法によ
り大まかな位置を推定することは可能である．まずは，出発地点から進む方
向をコンパスで測定するまでは図 16Bのときと同じである．ただし今回の
場合には，高度の変化をとらえることができないため，出発地点からどれだ
け進んだかで判断することになる．ここで役に立つのが歩測（歩数により距
離を測る）という技術である．原始的な方法と思われるかもしれないが，熟
練すれば距離の誤差は非常に小さくなる．つまり，進んだ方向と距離がわか
れば，大まかな位置を推定できるのである．図 16A・Bのような地形におい
ても，高度計がない場合には歩測により大まかな位置を推定することはでき
る．なお，歩測を用いる場合には，地形（平坦や上り坂など）に応じて自分
の歩幅がどれくらいであるのかを事前に把握しておく必要がある．

  5．最後に
　以上のように，現在地を特定する技術を身につけることが山で迷わないた
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めには必須となる．この技術を習得するためには，前章でも述べたように何
度もフィールドに出てその度に「考える」ことが大切である．その積み重ね
をとおして，さまざまな地形に対応できる技術が身についていく．しかし，
これからフィールド調査を始める方にとっては，いきなり道なき山に入るの
は敷居が高いかもしれない．また，安全面から考えてもあまり積極的に勧め
ることはできない．そのため，まだ慣れないうちには，経験者に同行するか，
あるいは低い山で登山道がしっかりある場所で練習を積むという方法が推奨
される．
　近年では，GPS（Global Positioning System）が野生動物調査でもよく用
いられるようになってきている．詳細は第 4章に譲るが，このシステムは衛
星をとらえることで現在地を特定することのできる画期的なものであり，フ
ィールド調査における有用性は非常に高い．しかし，GPSに最初から頼る
と地形を読む能力は身につかないし，たとえ身についていた場合でも GPS

に頼りすぎると当然地形を読む能力は衰えていく．さらに GPSは，谷のな
かなどでは衛星を捕捉できない場合もあるし，故障する危険は払拭できない．
そのような場面に遭遇したときに地形を読む能力がなければ，道に迷う可能
性は当然高くなってしまう．そのため，とくに地図読みにまだ慣れていない
ときには，地形図を読むことを基本とし，GPSは補助的に使用する方がよ
いだろう．また，たとえ GPSを使用して山を歩く場合であっても，調査地
の地形図とコンパスは必ず携帯しておくことは忘れてはならない．なお，地
形図は雨や雪などで濡れると使い物にならなくなってしまうため，調査の際
には防水性の透明ケース（マップケースや大きめのジップロックなど）や，
予備の地図（コピーなど）を携帯しておくとよい．またどんなに低い山であ
っても，フィールドでは何が起こるかわからないので，常に装備は怠らない
ことが重要である．
　本章では，山を迷わずに歩くうえで最低限必要となる知識・技術について
みてきたが，書面の関係上で解説できなかった部分も多い．山や地図読みに
ついては非常に奥が深い分野である．これらについてより詳しく学びたい方
には，梶谷（2001）や村越（2001），平塚（2005）などが参考になるだろう．
最後になるが，私は学生のときに参加したニホンジカの生息密度調査で初め
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て本格的な地図読みに触れることができた．そのときに，野生動物保護管理
事務所の方々，また調査員の方々から多くのことをご教示いただいた．本章
には，そこで学んだ知識や技術が多く含まれている．この場を借りて深く感
謝の意を表し，本章を締めくくりたい．
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